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―
岩と氷の中に眠る

マナスル三山の秘境「ミミ0ポカリ」を探る旅
'81～ '82 HA J正 月 トレッキングセミナー

コパルトブルーの空の下、名峰ヒマルチュリの

大岩璧群と氷壁に囲まれてひっそりと眠るマナス

ル山群の秘境「ミミ・ポカリ」を訪ねてみません

か ? HAJ だからこそできる豊かな旅″
ヒマラヤヘあこがれたら一度は訪れたいネパー

ル、行くたびごとに新たな感動を与えてくれるネ

パール。今回の正月セミナートレッキングは、中

部ネパール・マナスル山群を企画してみました。

時のへだたりを感じさせる村々のただずまい。

そこに住むグルン族やチベッタンの素朴な生活。

そしてヒマルチュリヘ続く長い稜線。その中に、

ひっそりと眠るコバルトブルーの氷河湖、虚空に

抜きんでる巨峰群。それらのひとつひとつが限り

ない深さと豊かさを感じさせてくれます。

皆様お誘いあわせの上、ぜひ御参加下さい。

1981年 12月 26日 (土)～ 1月 17日 (日 )

成田～成田二23日 間 (日 数のない

方は途中下山も可能 )

中部ネパール ●マナスル三山周辺

(カ トマンズ～ドムレ～ボテオーラ

～ラブシボト～ミミ・ポカリ(標

高約 4,300π )～ クディ～カ トマン

ズ・ ミミポカリまでは約 1週間です )

15名

五百沢智也氏

36万円 (航空賃・ネパール滞在費・

トンッキング費の全てを含みます )

HAJ事 務局 
9月 30日 まで

日 時

地 域

人 員
講 師
費 用

申 込
締 切

この トレッキングの旅行手続は、(欄西遊旅行が担当 します。旅行業代理店業1976号

ザンスカールヘの入口であるパニカルは回教徒の村である。折しもやって来たのは

結婚式の行列。野の花に飾 られた花婿は18才 。姿を見せない花嫁は 17才。村人

たちも手に手に野の花で作られた花束を持っている。やがて広場に円い人の輪がで

き、その中で剣の舞いが始まった。            (提 供 :中根淑子 )

E7=1 No. 1'ts

3.ヒマラヤニュース (地域・トピックス〉
4 爵:::[:::m11:||::ざ 続発する

ヒマラヤ登山事故を考える

8. ヒマラヤの人とつきあう
'中

  允 人

12.H.C.SARIN氏 (I.M.F総裁)来 日す .4′

13.第 12回 (仙台)ヒ マラヤ会議報告

14.ネ パールヒマラヤ解禁 122座 (地域別 。高度別・条件別)一覧表

18.

20.

績111絋II苺| ヒマラヤ閑話○
ヒマラヤの報告書紹介①

水 野   勉

22.HAJ・ カンチェンジュンガ報告会・ヒマラヤの発送について。転居届の提出を.4/

24.寸感・事務局日誌
※都合によリトレッキング許可で登れる山は休載させていただきます。
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連載
28》

ヒマ ラヤ放 談

1971年から 11年間で訪ネ 11回 。ダウラギ リ

男との異名をとるほど、ネパール・ ヒマラヤ特に

ダウラギリ山群に造詣の深い八木原囲明氏が、本

年はHAIの カンチ縦走隊に登攀 リーダーとして
参加し、コシ河を越えてヤルンカンのビークに立

ってこのほど帰国された。

●)ダウラギリに魅せられて

・――・此の度はヤルンカンの登頂お芽出度う御座居

ます。 8500π峰のサミッターとしてのご感想は
いかがですか。

八木原 8505πの高峰に足跡を印した事で実力
がものを云うこの世界では今後も組織をまとめな

がらヒマラヤ登山を続けると云う意味ではやり易

くなりました。

一
数多い訪ネの中で今回は初めてコシ河を越え

て東ネパールヘ足をのばされましたが東ネパール

の印象はいかがでしたか。

八木原 ポーターの性格が少しばかり違うように
思いました。只、往路のキャラバンであった様な

ポーターのククリー騒動は中央部ネパールのポー

ターにも見られることであり、そう違いはないよ

うに思います。

一―凍傷の方はもうよろしいのでしょうか。

八木原 まだ少し冷えたりすると痛いが日常生活
では走ることが出来ないぐらいでそう支障はあり

ません。

一
ところでダウラギリ男と云われる八木原さん

が ヒマラヤを指向するようになったのはいつ頃か

らですか。

八木原  1969年からですね。 '78年に死んだ」ヽ

-1-

八木原 囲明

暮さん等が '69年 6月 に群馬県海外登山研究会を

作り、その年の 10月 に誘われて入 ったのがきっ

かけです。 22才の頃で研究会の方は県内岳人で
海外登山に興味を持つ者なら誰れでも入れました。

研究には実践目標が必要だったので候補の中から

ダウラギリⅣ峰に日標を絞って計画を煮詰めてい

きました。

一
これまでヒマラヤに赴いた回数は何回ぐらい

になりますか。

八木原  '71年 にダウラⅣ峰の偵察に出かけた
のが最初で其の后、 '72年群馬岳連隊のダウラ
V峰、 '75年 カモシカ同人のダウラⅣ峰、 '78

年群馬岳連隊でダウラI峰、 '81年 HAJ隊 の
カンチェンジュンガ隊と云ったところでその他 ト

レッキング等で 6回ほど出かけてますのでこの11

年の間、毎年 1回の割で出かけていることになり

ましょうか。

一
いやはやダウラギリ男の所以が判りました。

ところで来秋にはまたダウラギリI峰のペアール

ートに出かけられるそうでサ
‐
が

八木原 これはカモシカ同人としてダウラギリ山
群全山登頂の一環として計画されました。カモシ

カ同人は '75年のダウラⅣ峰、 '79年のダウラ
Ⅱ・Ⅲ・ V峰縦走とピークを落してきており主峰

も登らにゃなるまいとなったわけです。主峰さえ



片づけておけばあとのチューレン・ヒマールの方

はカペ・コーラヘ入って一気に片づけられるだろ

うと云うわけです。

一
ペアー・ルートに向けての抱負は ?

八木原 ペアー・ルートは過去 9隊が挑戦してい

ずれも敗退している難ルートですが今度は凍傷な

しで是非とも頂上に立ちたいものです。例の難所

を 1パ ーティが突破すれば 18人中 10人ぐらい

は登頂出来るものと踏んでます。

一―こうまでも八木原さんを引きつけるダウラギ

リの魅力とは何でしょうか

八木原 ウーン何んと云うか、最初に手がけた山

で度々出かけているうち愛着を持ちはじめている

とでも云うのでしょうか。

● 家庭の理解で……

一
八木原さんの場合、ポストモンスーン期の遠

征が多いですが、これは意図的にですか

八木原 勿論です。難かしいルートゃ岩のルート

は秋の方が雪を利用できるし、気温も高く登頂の

可能性が多いからです。

一
八木原さんは現在、群馬県岳連の海外登山委

員長、日山協の海外登山地区委員などをやられて

おりますが岳連の海外委員長としての今後の抱負

や計画をお聞かせ下さい。

八木原 当面、 '84～ '85の冬に岳連の第二次

ヒマラヤ隊としてネパールの 8,000π峰のバリエ

ーションを進めています。抱負としましては世界

のヒマラヤ登山界の中である程度評価される高い

レベルでの登山を岳連として目指して行きたいと

思っています。そのためには人的には来年のダウ

ラ主峰に群馬から10人が参加するのである程度の

メドはつくだろうと考えてます。岳連レベルとし

ては若いメ/バ ーのヒマラヤ経験者を育成するこ

とが急務だと考えてます。

一一群馬県の海外登山研究会ではどのようなこと

をゃられているのでしょうか。

八木原 年 1回の海外登山技術研究会で有識者を

混じえて高所順応等を中心に高所登山の基礎的な

勉強を続けています。個々では持ち上がりにくい

8,000π峰以上等の大きな登山は岳連隊として実

行していきたいと思っており、その岳連隊の
ベー

スとしての役割も果しています。

一
これだけ数多く遠征に出かけるには家族の理

解が無ければ難かしいと思いますが、奥さんの理

解と操従法を一言。

八木原 操従法なんてありませんネ、理解只一つ。

操従は出来ません。操従されてるだけです。

一 どうゃ
って理解を得ているのですか。

八木原 本人も山登りしていたので亭主に好きな

ことをやらせることに喜びを感じているようですよ。

一 日項
の家庭サービスは ?

八木原 家事万端

一
国内でも谷川岳の衝立岩正面壁 ミヤマル

ートの開拓など活躍されてますが八木原さんが山

に憑かれるようになったのはいつ頃からですか。

八木原 中学の頃にスキースケート山岳部に入っ

ていて県内の近くの山に連れて貰っていたのがそ

もそもの始りで其の后、高校山岳部に入ってから

沢登りや岩登り、冬山へと行くようになりました。

一 憑
かれるようになったのは ?

八木原 高校卒業后、東京へ出てから郷里に戻る

事情があってその頃から山にいりびたりになりま

した。大学受験の失敗と云うコンプレックスが一

番の引きがねになったように思います。

一 東京
オリンピックの時は聖火ランナーも務め

たと聞いてますが学生時代のスポーツは何をやら

れてましたか。

八木原 学生時代は山以外には特別にやっていま

せんでした。生徒会長、山岳部の主将だったのが

認められたのでしょう。前橋市内から県庁までの

県内のメインコースを幸運にも走ることが出来ま

した。

一
ヒマラヤ遠征の苦労話しかエピソードを一つ

お聞かせ下さい。

八木原  '71年の頃は県内の ヒマラヤ登山経験

者が少なかったので計画を推し進めるのもなかな

か大変でした。そこで資料、資料と云うことでい

ろんな本を買い集めるようになったものでヽす。

一
これまで読んだ本の中で感銘を受けた本には

どんなものがありますか。

八木原 やはり陳腐ながら「処女峰アンナプルナ」

ですかね、最後の壮絶な場面の ドラマがなんとも

2-



云えません。

一―キャラバン中は良く本を読んでおりましたが

八木原 ヒマラヤでは夜遅く迄酒を飲むこともな
いので本を良く読める環境だからではないでしょ

うか。

一 読書や文を書く
のは好きなんです:か。

八木原 読書は好きと云うほどではありませんが

文を書くのは好きな方です。

一 な
るほどその辺のところに“動く広辞苑 ''と

云われる所以がありそうですね。文を書くことを

好む人であれば当然、他人の本も気になることで

《ネパール》

在ネパール大使交代

外務省は 8月 14日 付で在ネパール特命全権大

使に西沢憲一郎氏を任命した。土屋大使との交代

は、 9月 中に行なわれる予定。

《イ ン ド》
イン ドヒマラヤの外国隊

本年インドヒマラヤに入山予定の外国隊は 67

隊である。地域別には下記のとおりである。

カシミール       25隊
ヒマチャルプラディッシュ  6隊
ウッタルプラディッシュ  33隊
インドとの合同隊      3隊
ナンダデヴィ主峰には、この秋チェコスロヴァ

キァ隊 13名 が北面から入山の予定である。

しょうがその辺はどうですか。

八木原 編集後記は興味深く読みます。編集後記
にこそ本を作った人の姿勢が現われていると思う

のです。

一―なるほど、本誌寸感も気をつけて書くことに

しましょう。本日は、どうもありがとうございま

した。

(イ ンタビュー・構成 尾形 好雄 )

HIMALAYA NEWS I

第二回 日山協海外登山遭難 対策研修会

日 時

場 所

申 込

参加費

内 容

19811年 9月 26日 (±1)13:30～ 27日 (日)14:30

大学セミナーハウス電 (0426)76■511

東京都八王子市下柚木 1987

日山協事務局

10,000円 (宿泊費・資料代含む )

A「海外登山における遭難事故の実際」

特にその実態を分析し、最近多くなり

つつある「クレバス」事故と「凍傷」

にスポットを当て、併わせて「高所順

応」の基礎知識の講義を行う。

B「遭難事故の事後処理」

特にヘリコプター出動手続を中心に現

地での処理の手続きについて。

C「高所登山とトレーニング」

D「最新のヒマラヤ情報」

カンチェンジュンガ報告書発刊

5月 に終了したカンチェンジュンガ縦走登山

の概要をまとめた「日本カンチェンジュンガ学

術遠征報告」がHAJよ り発刊された。 B5版
24頁、希望される方はHAJ事務局へ実費 670

円と共に申込み下さい。尚、9月 30日の報告会

で配布予定。

-3-



特 集

続発するヒマラヤ登山事故を考える

HAJ高所登山委員会

1.驚くべき死亡率  2.本 年の事故

今年はヒマラヤ各地での死亡事故が相ついだ。この秋の登山を控える時期に6,000π 峰以上へ向った

隊の中から既に 16名の死者を出している。これは年間を通して最多死者を出 した 1978年の 13名を上

回わるものである。また、今年の特徴は、全ての地域で発生し、発生原因も雪崩、転滑落、高山病と主要

な三つの要因が全て出ていることである。

HAJ高 所登山委員会では、急拠、この問題について検討してみた。

始めに、1970年から1980年までの 11年間

に6,000π以上の峰に向かった日本人は、345隊

2,947人。このうち 47隊 77名 が死亡している。

これは、2.6%の死亡率となり、 7隊に一隊の割・

で死亡事故が発生し、実に38人に一人が死亡し

ているのである。

日本国内の山岳遭難の死亡率で最も高い数値を

示しているのは、「日山協・山岳遭難共済」に加

入しているデータで、1977年～1979年 の 3

年間の合計 32,085名 中53名の死亡 (死亡率

0.17の がある。これは、600人に一人の死亡で

ある。叉、魔の山として知られる谷川岳では入山

者 3,300人 に一人が死亡している。

これらの数値をみても、ヒマラヤにおける高所

登山の死亡率がいかに高く、異常なものであるか

がうかがわれる。

日本の山とは全く異なる高所に竣立するヒマラ

ヤの峰々に向かうには、国内の登山よりも更に、

入念な準備と研究 。調査を行い、かつ、現地でも

細心の注意を払って行動しているものと思われる

が、現実の数字は驚くべき事実を示しているので

ある。

A 雪崩が原因
PK ガッシャブルムⅣ (7,980m)3名

B 転滑落が原因
NH エベレス ト   (8β 48m)1名

CH ミニャコンヵ  (7.556m)8名
C 高山病が原因
IH クン       (7.077m)1名

D ,原因不明

CH コングルー    (7,719m)3名

※ PK=パ キスタン・ カラコルム

NH=ネ パール・ ヒマラヤ
IH=イ ン ド・ ヒマラヤ

CH=中 国 。ヒマラヤ
これは、あくまでも6,000π以上のピークに向

かった隊のみであり、いわゆる高所での事故は、

この他にも4名の死亡者を出しており、更に言え

ば、死に至らない事数は、高山病、 クレパス転落
事故、雪崩と、相当数の負傷者を出している。

-4-



3.事故原因の検討
前掲資料のとおり、事故の原因の半分は雪崩で

あるが、これは雪崩事故が一度発生すると、大量

遭難となるケースが多いことを物語っている。

又、高山病死が意外と少ないことに不審を抱か

れるとも思うが、これは、死亡の原因が高山病で

あることが完全に判ったものだけに紋っているか

らである。結果的には転滑落死であるが、その直

接の原因が高山病による場合も相当数あると推測

されるが、判定が困難なため、転滑落としてある。

A。 雪 崩 事 故

ヒマラヤ登山では「 スヶ―ルの大 きさ」が時と

して判断を狂わせる大きな原因となる。雪崩事故

については、国内の冬山の経験で充分に対処でき

る筈であるが、「 まさか、 あれか らは落ちないだ

ろう」「 落ちてもここまでは到達 しないだろう」

というスケールの見誤まりにょって被害を大きく

しているケースがある。

これは特に雪崩事故がともすれば雪崩による

「 埋没 」との観念があるからでもあるが、これら

の被害では、プロック崩壊をはじめとして、雪崩

による「 爆風 」によって人間やテン トが吹き飛ば

されているケースが多 くなってきており、これら

のことを頭に入れて、キャンプ配置や、ルー ト設

定を行 うことが必要である。

又、一部には雪崩に対 して全 〈無防備の状態で

ルー ト設定を行ったがために被害にあっている隊

がある。 これ らは、 日本での冬山の経験すら満足

にないか或いは久 しく冬山から遠ざかっていたに

違いない。このような隊が被害にあうのは、出発

前からわか夕切っていることで論外 と云えよう。

気象的な面か らはどうか。昨年ォープンされ、

今年は日本隊も殺到 した中国の場合、気象的な面

での情報はあまりないと思われる。「 激変 しやす

い天候 」という表現が幾つかの隊の報告に見受け

られる程度であった。広大な中国の中でオープン

されている地域も東西南北にわたっており、今後

の隊のためにも本年の各隊の報告の中に気象面を

是非盛夕込んでもらいたいものである。

B。 高 山 病 事 故

ヒマラヤ登山の中で高所順応の占める割合が大

きいことは古 〈から知 られており、 これだけの情

報があるにも拘わらず、死亡事故につながってい

るのは何故であろうか。

一つには、順応の基礎的な知識を隊の中の限 ら

れた一部のメンパーのみが知っており、他の隊員

は全 く勉強 していないヶ―スが見受け られる。順

応は、 よく百われるように、ただローティション

を組んでキャンプ間の上下運動をしていれば、で

き上がるものでもない。隊員個々の身体的なもの

や精神的なことも大きく作用 している筈であり、

本人が|1順応に果す役割こそ大である。従って、そ

の基礎的な知識は、高所登山に向か う各隊員が知

っておく最低の義務ではなかろうか。

もう一方では、隊のローティションを中心に戦

術を組むメンパー (当然隊の中心メンパーがその

任に当たるだろ う)が、高所登山を良 〈理解 して
いない場合がある。想定されるローティションの

崩れや悪天候によって、「 荷が上がらない=予定
のアタック態勢にない」にも拘わらず、アタック

隊を出すケースである。アタック態勢が整ってい

ないのであるか ら当然、アタック隊員には相当の

負荷がかかる。例えば、それがテン トや食糧の不

足であれば、高所での充分なる睡眠 (最も重要な

ことである)も とれないし、キャンプの位置が予

定より下であれば、前途に対する不安を引き起す

ことになる。

賭は、アタック態勢が整ってからでも、なかな

かできるものではないし、ま してや、 この状態を
賭 と考えていないとしたら、 あまりに も山に対 し

て不遜ではないか ?

C。 転滑落 事 故

ヒマラヤ登山での転滑落事故は、前述したとか

り高山病との関連が非常に多いと想定される。技

術的なミスによる転滑落は少ないのであるが、例

外としては、「 クレバス転落」事故がある。これ

は最近特に多発 している。ヒドンクレパスの恐わ

さを知らず、国内ではアンザイレンをして歩く習

慣のない日本隊は今後この対策を充分に行う必要
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ヒマラヤ事故の実態 0970年から11年間)

死亡事故発生年度 :原因別状況 転滑落颯廊廊吻
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ヒマラヤ登山以外の死亡事故の状況

1 谷川岳
(1"4年～1979年=6年間)

3 スポー
(

ツ多肇金1協

`ヽ

惨訴ヨツ鷲餘:
1973年 1974ヘ

第二種
1977年=3年間)

｀`｀
摘 要ヽ
年 ＼

登山者数
死亡
者数
死亡率

1974

1975

38,566名 9名 0.02%

38,367 13 0.03

1976 45,583 12 0.03

1977 49,130 0.01

1978 33,600 11 0.03

0.061979 32,156 20

計 237,402 72 0.03

※ 3,300名に1名   谷り1岳登は_オ摯尊センター調
2 日出協・ 山岳遭難共済

(1977年～1979年=3年間)
｀`
摘 要
年 ＼

加入者数
死亡
者数
死亡率

1977 8,154名 18名 0.22%

1978 12,388 18 0.15

1979 11,543 17 0.15

計 32,085 53 0.17

※ 600名に1名 大正海上火災 調

がある。例えアンザイレンをしていても落ちて止

めることができるか ?止めたらロープを固定する

ことができるか ?脱出の技術を知っていて現場で

それをできるか ?等 々問題は山積み しているので

ある。

4.おわりに
登山者が増加しているのだから事故も多い″と

安閑とはしていられないし、充分に研修を積み慎

重に行動しても事故は起きる場合もある。

今年の中では、そのようなケースよりも、全く

初歩的なミスで事故につながったと指摘されても

やむを得ない隊が多かった。その原因の一端には

日本国内の組織登山者達の中に現われている一つ

の現象「 山岳会ばなれ」があることも見逃がせな

いだろう。

昭和 40年半端ごろから急激に増加した「 山岳会

ばなれ」は、特に岩登りを中心とした若年層から

始まり、その結果は結局は「 山岳会 」となる「 同

※ 12,3∞ 名に1名 スポーツ安全協会 '調

4 運転免言許保有者の運転中の死亡
(1978年～1979年.=2年間)

※ 8,600名 に1名    S55年・交通安全白書 調

ヒマラヤ登山  2.6%

人」風の集団の出現 となり、 この傾向は続いてい

る。

この結果はどうか ?それまでの「 山岳会 」では

3年なり5年なりの年月の中で「 良 し悪 し」は別

として、山に対する全般的な知識の修得が可能で

あったと考え られる。 しか し、「 同人風 」の集団

ではこのような下積みの期間はなかなかとりづら

く、比較的自由な山行の中で、好みに合った山行

を行 う方向にあると考えられるのである。

ヒマラヤの高所登山では、山の全般的な能力を

要求される場合が多い。

楽 しいヒマラヤ登山を目ざしても事故が起され

ば、はか ,知れない悲 しみが訪れる。「 楽 しい登

山」とは「 手軽るな (楽な)登山」という意味で

はな〈、周到に準備され、確実に実行された結果

のみにもた らされる登山でありたい。

(文責 : 山森欣一 )
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＼ 摘要
年 ＼

加入者数
死亡
者数
死亡率

1973 45,494名 9名 0.019%

1974 62158 0.006

1977 89,175 0.003

計 196,827 16 0.008

1978

免許保有者数
運転中の
死亡者数

死亡率

39,174,099名 4,744名 0.012%

1979 41,042,876 4,533 0.011

計 80,21Q975 9,277 0.012

｀｀
寸商要
年 ＼



ヒマラヤの人とつきあう

沖 允人

■ 評価はゆれ動く

人の評価などということは、できれはしないで

すませたいものである。それでも、ときには評価

することが必要になることがある。そんなときに、

先入観 というフィルターがかかっていると判断に

狂いが生 じることが多い。それに、この先入観と

いうフィルターは簡単にとりはずせないというと

ころがまたやっかいである。

誰かから「 インド人は悪い人間ばかりだ」とい

う話を聞き、それを信 じこんだ人は、インド人に

初めて会 う前から、 もう、 インド人に対する一定

の悪い評価を自分の心の中に作ってしまい、実際

にインド人に会ったときにはすでにでき上ってい

る歪んだ物指でインド人を測ろうとしてしま %こ

の先入観やイメージといったものは意外 と根強 く

人の心に住みついてしまいなかなか何も知らなか

った元の状態に戻すことはむつかしいようである。

数年前の夏、 カシミール登山隊の先発隊員とし

てK君を送 り出したことがある。そ して不慣れな

彼のために私 と親 しくしていたインド人のH氏を

紹介 しておいた。 ところがカシミールに着いてた

またま出会ったある日本人から「 H氏は悪が しこ

い人間だから注意 した方が よい。こんなこともあ

った。あんな悪いことをしている」と言われたら

しい。 もちろんH氏は神様のような人ではないが、

平均的日本人よりは善人だと私は思っていた。

登山を終って帰国するまでH氏に大変わ世話に

なり、不愉快なことは何一つなかった。 しかし、

K君のH氏への不信感は とうとうなくならなかっ

たようである。ひよっとすると数年たった今でも

そ うであるかも知れない。

個人の評価はともすれば、その国の人全体の評

価につながって行 〈ものである。たまたま出会っ

た一人の人の印象でその国の人たち全体 を評価す

ることになる。

どこの国にも悪い人 もいれば良い人間 もいる。

特に民族全体に関 しては性急に評価をして しまう

ことはできるだけさけ、 じっ〈夕観察 し続けるこ

とが大切であろう。たまたま ドロボーに出合った

からといって、その国の人全部が、 ドロポーであ

るはずはないが、おうかうにしてこの種の誤解は

生 し易い。

また、同一人物であっても、ある人か ら見れば

気にくわない人間に見えることもあるし別の人の

判断では立派な人間として評価されることもある。

その人自身の善悪の判断が基準もゆれ動いている

こともあるし、充分に観察できないで評価するこ

ともある。不安定な人間を不正確な観察方法で眺

めているのだから無理 もないことである。 したが

って、当然つ ことながら評価は、ある幅の間を常

にゆれ動 くと考えておく方がよい。

ある時点でその人に下 した評価が、時がたつと

とんでもない間違いだったと気付 くことも多い。

しかし、それをあまり気にしていては人の評価は

できないことになるが、 とにか く、どうしても評

価を下さなければならない場合、現在のその評価

は将来変 り得ると考えておくことであろう。

■ 知識と判断

ジャック・ デュピィは彼の著書 Fヒ マラヤ」で

ヒマラヤはビルマ奥地から始まり、ネパールとカ

ラコルム、パミール、チベットを含みイランあたり
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までの山岳 と山麓を含んでいるとしている。これ

らヒマラヤの半分以上の国々はいわゆる発達途上

国である。中でもヒマラヤの高地に住む人々は原

始的といってよいほどの生活を送っている。物質

文明にどっぶりとひたって暮 している日本人など

から見れば、無知、貧困、不潔などという印象が

強烈である。紀行文や登山報告書などにはそれら

のことを強調 して書かれていることが多い。だか

ら、はじめからそのような態度でヒマラヤ高地の

人たちと接することが多い。上から見下すという

態度である。 これは劣等感のうらがえ しであると

いってもよい。このような見方に立てばヨーロッ

パ人やアメリカ人に対 しては日本人 より上位とい

う見方をしてしまう。民族に上下はない。あるの

は国籍や民族をはなれた個人と個人の間にある人

格の差である。

人類学者や、 ヒマラヤ研究者の書物は、得るこ

との多い参考書となるが、 しかし、こと人間の評
価に関 してはかえって固定 した先入観を読者に与

える場合がある。それはこれらの多 くの本は調べ

る側に立って書かれ、発表され、それによって一

定の評価を作 り上げることになってしまっている

ことが多いからである。大学者 といえどもその国

で生れ育っていない限 り、分らない部分は多く、

いきおい一面的にならざるを得ないであろう。

名著 といわれる本でさえも、ある部分ではヒマ

ラヤの人たちの現実の姿を歪んだ形で紹介 してい

ることもある。 ヒマラヤの入たちは多くの場合、

勝手に調査され、判断され、評価され、そして、

それに対する批評ゃ反駁 もできないでいる。いや、

そんな評価がなされているということさえ知らず

に生活 を続けている。 このことを考えず一方的に

調査研究 した結果をうのみにする危険はさけた方

がよい。

もちろん、 ヒマラヤの国や人に対する知識は豊

富なほどよいであろう。 しか臥 その知識、特に

他人の頭をとかってきた他人の知識に全面的にた

よるのはよくない。極力、先入観を排 し、頭の中

を空にしてヒマラヤの人たちと接 し、そ して、接

することをエネルギーとして自分自身でヒマラヤ

の人のことを理解することこそ大切なことであろ

う。

■ 幅広いつき合い
ヒマラヤ遠征はもちろん、ちょっとした調査旅

行であっても実に種々な階級や職業 の人 といろい

ろな方法でつき合 うことになる。政府の役人、学

者、研究者、軍人、店主、料理人、 シェルバ、ポ
ーター、乞食、それに、個人対個人、グループと

して、家族同志でとつきあい方 もいろいろである。

独創的な遠征を企画 し、進めて行 こうと思う人

は常に幅広いつき合いをするよう心がけるべきで

あろ う。それらの人たちはいつか役に立ってくれ

る。 ことがある。囲碁でいう「 捨て石 」、将棋の

「 持 ちゴマ」というような役目をはた して くれる。

人間一人ではたいしたことはできない。多 くの人

の協力を得て大 きいこともやれる。そのようなと

きに生きてくるのが「 捨て石」であり、「 持ちゴ

マ」であろう。相手によって態度、言葉使い、服

装なども変えた方がよいが、いずれに しても考え

方や習慣の違 う人たちとのつき合いはお互、理解

しあうまでにはかなりの忍耐力が必要である。思

考の柔軟性とともに、意外と体力も必要である。

ときには長時間の議論になることもあり、 あまり

充分でない語学力でやりあうような場合、精神力

とい うか気力というか、知力と体力のパイタリテ

ィがないとうま〈いかない。体のコンディション

が悪いと、ついイライラしたり、おこりっぼくな

って しまう。発展途上国のインテ リには議論好き

な人が多い。登山隊につくリエゾンオフィサーもそ

の部類 と考えてよいであろう。そ うい うィンテリ

につき合 うだけの技量がこちらにない と、つい壁

ができてしまう。話があわない場合は発想の転換

を試みるべきであろう。一つの考え方 しかできな

い人は どうしても人間関係の壁にぶつかってしま

うものである。 とにかく貧乏人だか らといって始

めから馬鹿にした態度で接 したり、偉い人だから

といってものかじすることは、そのことか らすで

につき合いは失敗になりそ うだと予想される。

■ 相手の立場を考える
人とつき合う基本的な態度は、まず相手の立場

を尊重することであろう。 日本のか役所やそれに

類する窓口では、時にいわゆる役人風 を吹かされ
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不愉快な思いをすることもある。 しか し、それは

相手の立場や都合もあることで、その点を理解 し

ないとエゴイス トと呼ばれてもしかたがないであ

ろう。

ある人がパキスタンの登山を計画 臥 以前その

山へ行ったことのある人に問合せの手紙を出した。

もちろん、返信用切手 も入れ、宛名を書いた封筒

まで入れて……。しか し、その人か らは三 カ月た

っても何の返事ももらえなかった。 もう一度催促

したら「 出張で富山へ来ているので、富山
へ来て

もらえればご質問にお答えします」とい う返事が

届いた。そこで、質問した人は腹が立ったという

話を聞いたことがある。

たしかに、相手の人 もあまり親切 とはいえない

が、 しかし、問合せの手紙に必ず返事を出さなけ

ればいけないという義務はない。あ〈までも好意

で返事を出すのであって、返事を出す出さない、

そ して、返事の内容は全 〈その人の自由である。

返事がお〈れたからといって腹を立てる方がどう

か している。

相手にも事情があったのだと考えるべきであろ

う。返事はす ぐに出す。頼まれたらす ぐに処理す

るというのが理想であるが、そうそ う理想通りに

できないこともある。特に職業として山のことを

やっていないという場合、やはり山のことは第二

義的になってしまうのは、やむを得ないことであ

ろう。

ただし、相手の立場を考えすぎて計画がまるき

りつぶれて しまうほどの譲歩や妥協はやめた方が

よい。計画を実現するためのつき合いであること

を忘れてはならない。

雪に降 られたネパールの田舎で一夜の宿を頼ん

で冷 く断われることもあろう。 しか し、露天でね

るのもヒマラヤを味わうのに悪 くはないと考えれ

ば気持 もおさまるというものである。

のにもかかわらず、未だに英語はサッパ リ駄日と

い うような人は他の言語をやっても大同小異と思

って間違いない。

努力を続ければ語学力はたしかに向上する。 ト

レーニングを積めばそれまで乗り越せなかったオ

ーパーハングもすいすいと越せるようになる。そ

れと同じことが語学にもいえる。それはよく解っ

ているのだが、そこまで努力を続けることができ

ない人が多い。それに語学の修得はオーパー
ハン

グの乗越 よりもより地道な長い期間の努力が必要

である。語学のできない人は、そうい う「 努力を

する能力 」や意欲が少ないといえよう。そ ういう

人は、いさぎよく現地語の修得はあさらめて別の

ことや本来の目的達成のための研究や修練に精を

出したほうがよい。

買物、道を聞 く、あいさつといった程度の現地

語は現地に行ってからカー ドなどにメモ しておぼ

えてもおそ くはない。単純なことなら手まねでも

通 じる。

一つや二つの現地語を憶えてもヒマラヤ全域で

通 じる訳ではない。 ヒンディ
~語がカシミールの

奥地やアッサムでは通 じないのがその例である。

1951年に実施された国勢調査によればインドに

は 845種類の言語 と方言があり、公用語のヒンデ

ィ語は 44%の人しか理 解できない。 インド以外の

国でも事情は似たりよったりである。だから言葉

を憶えることよりも相手の気持を楓む、そういう

「 カン」をやしなうことのほうが重要である。顔

の色、限の動き、態度などから、相手の意図の半

分以上は分るものである。

それでも言葉が不安 という人は英語に重点をお

〈べきである。都会での仕事はたいてい英語で用

がたせる。ヒマラヤ諸国では田合でも英語の分る

人は案外多い。また、たいていの国の辞書は英語

のものが出版されているので、辞書も活用できる。

■ 現地語              ■ 人間と山

その国と人とのつき合いの基本 ともなるべき現    自分 と他人、 自分ともう一つの自分、そ して人

地語の知識はもちろん多 くあるにこしたことはな   と山との戦いからチームとしてのヒマラヤ登山す

い。 しかし、それも、その人の言語修得能力によ   べてが始まるといってもよいであろう。チームで

りけりで、中学、高校と何年か英語をやってきた   登る登山の面白味は人 とのつきあいにある。人と
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山とのかかわりあいといってもよい。ケンカもし、

口論 も臥 笑い泣き、そして友人ができる。

かって登った山や谷を思い出すとき、そこととも

にあった人たちの顔が思い出されてくるものであ

る。忘れられない人たち、 もう・一度会ってみたい

人たち、良かったか悪かったかは別 として、 ヒマ

ラヤヘひきつけてやまないものは、そ ういった人

と山とのハーモニーであろう。

ダウラギリの北麓をキャラバン中、食料が欠乏

して困ったとき、種に使 うために大切にとってあ

ったジャガイモを分けてくれた村長さん、自分た

ちのペットをあけてニルピーで泊めてくれたシッ

キムの茶屋のオバサン、スワー トでバスを案内 し

てとうとうかなり遠 くの停留所までついてきて、

お礼も受けとらずに帰っていった青年、 ヒマラヤ

登山で雪崩にまき込まれて死んだシェルバ、キヤ

ラバン中に馬が川へ落ちて死に、見舞金をやった

ら目をしょに しょぼさせていた馬方……。みんな

もう一度会ってみたい。そ ういう人たちとヒマラ

●お知らせ

ヒマラヤ 118号で広報しました今秋のHAJ主
催のネパールヒマラヤ登山隊のうち、「プリクテ

ィ(6,720π )」峰隊は、 8月 に入リネパール側の

情勢が厳しくなり今秋の入山は不可能となりまし

た。このため集荷梱包も終了し隊貨発送の寸前てち

りましたが急拠これを中止し、隊を解散しましノa

このほど「ヒマラヤ」の合本を製作致しました。

今回は61～ 80号 、81～ 100号の2分冊です。

既刊の20～ 50号、41～ 60号 も若干在庫があり

ます。各冊ともその時代のヒマラヤの様々な話題

や情報、またじっくり読める記事などが豊富に掲

載され、永久保存版として最適です。

① 20～ 50号  1971年 8月～1976年 1月

② 41～ 60号  1975年 3月～1976年 11月

③ 61～ 80号  1976年 12月 ～1978年 7月

④ 81～ 10o.号 1978年 8月～1981年 2月

⑤ 101～ 120号 1980年 4月 ～1981年 11月

※⑤は年内に発行する予定です。申込みはHAJ

「ヒマラ11色 合本   ヒマラヤの情報が満載

ヤの山の中で暮 してみたい。そうい ぅ想いにから

れる。

ヒマラヤは美 しく気高い。それは登山家の目だ

けにそ ううつるのではない。すべての人にヒマラ

ヤは同じ姿で接 してくれる。そして、 ヒマラヤを

背景にして様々な人間が生さている。一生懸命生

きていっている。それも美 しい。ケグルナー トの

草原で一人のヒッピー風のアメリカ人が、やぶれ

た布切のような服をまとい、 〈るくるとまいたじ

ゅうたん一枚を肩は 何度 も何度もケグルナー ト

の雪山をふりかえ夕ながら下っていった。ヒッピ

ーの目に映ったヒマラヤの風景 も、登山家が見た

ヒマラヤも同じヒマラヤである。 (み とる方の力

さえ大きければヒマラヤか らの贈り物は無限に近

い。ヒマラヤと人間とのかかわりあいは、ヒマラ

ヤが鉄の時代 となったり、単独登山の対象となっ

たりすることなどどは次元の違 うところで、いつ

までも深 く続いていくであろう。

尚、同隊のうちから、中岡久隊員が、ランタン

リ峰隊に参加することになりました。

●ランタン・ り峰隊出発
ランタン谷の最奥に君臨する未踏峰ランタン・

りの初登頂を目ざすHAJ隊は、8月 2日 に先発
2名、29日本隊 3名、 9月 2日 後発 1名が成田を

出発した。9月 5目 にはカトマンズを離れる予定。

事務局までお早めに″

※定価格 8,000円。送料実費 (ま とめて請求書を

同封しますので、到着後に振込んで下さい )
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HoCoSARIN氏 (|。 M.F総裁)来日す/ノ

本協会の招請を受けてイン ド登山財団 (10MIF)

総裁HICり
‐リーン氏が 8月12日 (土)来 日された。

1977年以来4年ぶり三度目の来日となった。氏の

横顔や日本での足跡を紹介 します。

◎ Ho C.サ リーン氏の略歴

1914年 5月 27日生 (67才 )

アラハパー ド大学卒業、ケンブリッヂ大学卒業

19"年 インド公共事業省に入り、以後各官庁´

に勤務。民間航空省、防衛省の高官を

経て鉄鋼重工業相を勤めた。

1973年  アンドラプラディッシュ州知事
1974年～ 75年 グジャラット州知事
1980年～ 81年  アッサム州知事
現  在 通信省最高委員会委員長

1966年～ 現在 Io M・ F総裁

元 全イン ドスポーツ評議会委員

元 インドユースホステル協会最高評議員

元 インド政府青年活動委員会常任委員

現在  ネルーホッケー トーナメント副会長

現在   ローンテニスクラブインド支部長

現在  国立グージリン登山学校最高評議員

現在  国立 ネルー登山学校最高評議員
ヒマラヤンクラブ名誉会員

サリーン氏は、テニス、バドミントン、クリケ

ット、ホッケー、フットボールのそれぞれの競技

において競技者としてもハイレベルの実績を残さ

れており、スポーツ愛好者である。若かかりし頃

の 1937年にはユースホステル運動に関心を示し、

デンマーク、ノルウェー、スェーデン等北欧諸国

を自転車により2,000マ イルを走破した。 1977年に

はヒラリーが主催したジェットボー トEXP(オ
ーシャンtoスカイ)に最高年令者として参加した。

現在は、ニューデリー郊外に自宅を新築して住

われている。

◎ Ho C.サ リーン氏来日日誌

8月 22日0 14:30 A1306便にて来日

HAJ山倉、山森、 JAC吉田、 AI小野

出迎え。

8月 23日 (D ll:00 台風15号の影響て飛

行機、列車とも全面ス トップのため、上

野からタクシーで自河まで行き、ここか

ら出迎えの稲田専務理事の車て仙台ヒマ

ラヤ会議の会場へ (17:10到 着)山倉・ 稲

田・ 菊地同行。参加者と遅 くまで酒宴

8月 2日(D 10300 仙台から札幌へ飛ぶ。

市内見学の後、HAJ北海道グループ 主

催の懇親会・ 夕食会にて、前出のオーシ

ャンtoスカイの 16%映画を上映した。

稲田同行。

8月 25日は)13:∞  予定の飛行機:が大幅

に遅れて札幌を出発、 19:00か らライオ

銀座特別室で山岳関係のみならず多彩な

参加者の下にHAJ主催の公式 レセプショ

ンを開催 した。

8月 26日01 フリータイム。19:00か らJA

C主催の歓迎会に出席

8月 ″ 日(付 フリータイム。都内観光。
夜はJAC吉田宅のパーティに出席

8月
"日
6)14:30 HAJと のミーティン

グ。夜はサヨナラバーティ。

8月 29日①  10:00 西堀栄三郎氏と会食後

A1301便 にて離日。HAJ稲 田、菊地

JAC吉田見送り。
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第12回 (仙台)ヒマラヤ会議報告
(日召.56。 8。 23)

走隊員の八嶋氏より、鎌倉山から8,000π峰へと

云う夢を抱いてから8,000π峰のピークに立つま

での過程を氏のこれまでの経験談をふまえながら

興味深く話され、また氏の担当した輸送・記録係

の報告もなされた。

(15:30～ 15:45)
登山計画の発表として次の三隊の紹介があった

酒田ヒマラヤ研究会のティリッチョ・ピーク計画

(1982年秋 )
岳人長井クラプのランタン・り計画 (1981年秋 )
仙台山岳会の トリスル計画 (1981年秋 )
(15:45～ 17:10)

「最近の高所登山の傾向と戦術」として尾形好

雄氏より、アルパインスタイル、小人数、単独、

無酸素、冬期登山と云うより困難な目標に向かう

傾向にある最近の高所登山の中で戦術としてはい

かに高所順化に対して注意が払われて行なわれて

いるかと云う点を強調されての話であった。また

パッケージ登山等にみられる 6000π 峰の短期
速攻登山については昨年のケダルナー ト・ ドーム

登山学校の経験から体力と順化についての話もあ

った。

(17:10～ 18:00)

イン ドIMF総裁、サリーン氏の挨拶
台風のため東京から車を乗り継いで来られたサ

リーン氏は、17時過ぎに会場に到着され、閉会
までのわずかな時間ではあったがインドヒマラヤ

の情勢や自然保護について挨拶された。

18時、稲田専務理事の挨拶で閉会、台風一過
の夕暮は午前中の天気が嘘の様に青空が広がって

いた。

準備に携わって下さった仙台の世話人の皆様ほ

んとうに御苦労様でした。
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大型台風 15号が房総半島に上陸し、そのまま

関東から東北地方にかけて縦断すると言った最悪

のコースを辿った為に空路も陸路も大混乱の天候

に見舞われた仙台ヒマラヤ会議は講師の会場到着

が遅れ、プログラムの変更。開会時間の遅延を余

儀なくされたが、午前 11時より世話人の八嶋氏
の司会で西郡評議員の挨拶のあと会議日程に入っ

た。

会場の仙台郵便貯金会館には遠く酒田のHAJ
メンパーの方も多勢参集され 35名 の参加者とな

った。

内容のあらましは次のとおりである。

(11:00～ 11:30)

「カンチェンジュンガ・トラバースの道」とし

て西郡光昭氏よリカンチ・プロジェクトの発足か

ら実践に至る過程の話 しをして載 く。

(11:30～ 12:00)

カンチの報告として八嶋寛氏よリスライドを用

いての説明あり。

( 13: 00～ 14 :10)

カンチェンジュンガの 8ミ リ映画上映。

この 8ミ リ映画は日本の壮行会 シーンからB・

C建設に至るアプローチ編とBoCか ら頂上での
縦走断念シーンまでの登攀編との 2編にわかれ各
々30分のもので、前夜遅 くまでかかってナレー
ションを入れたと云う労作 ?であった。

(14:10～ 14:45)

「カンチェンジュンガの戦術」についてカンチ

の登攀 リーダー尾形好雄氏より報告 .

BoCまでの トランスポーテーション、先発隊・
本隊メンパーのローテーション、酸素とタクティ

ックス、アタック態勢前の完全体養などの話 しで

あった。

(14:50～ 15:30)

「カンチェンジュンガ遠征に参加 して」地元縦
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ネバールヒマラヤ解禁122座藁層::|‐・覧表
ネパール政府は、 1981年 4月 新たなピークを追

加して、登山許可の対象とするオープンピークを

全面的に改定し発表した。現在解禁されている峰

122座について①地域別②高度別③条件別に整理

してみた。尚、地域はネ政府の発表した名称とし

明らかにミスプリントの高度については修正した。

又、条件の正確な表現についてはヒマラヤ115号

を参照にされたい。山名の前の※は未踏峰

■ ネパールヒマラヤの8,000m峰 (高度順)

1.sttalmatha       (8,848π )

2. Kangchenjunga

3. Lhotse
4. Kangchenjunga Central

5. Kangchenjurga South

6. Maka I u

7. Ya l ungkang

8. Lhotse Shar

9. Dhaulagiri I

10. Manasulu
11. C ho Oyu

12. Annapurna I

(8,598π )

(8,51l π)

(8,496π )

(8,490π )

(8,4812)

(8,420π )

(8,383π )

(8,167π )

(8,156π )

(8,153π )

(8,091π )

地域 高度区分 合同隊のみに許可される峰(A)
合同隊によって登頂された′。、
後に外国隊に許可される峰

Dヽ′ 外国隊に許可される峰(C) トレッキング許可の峰(D)

ジ

ナ
ク

ヒ

|

ル

8ρ 00紹峰 な し な し な し な し

7ρ 00″峰

JOngsangPeak 7,17助 π

Nepl Peak 7,168z

※ (〉ni KangRi7,022物

な し な し な し

6,000π峰 な し な し な し な し

5,000π峰 な し な し な し な し

カ
ン
チ

ン
ジ

ン
ガ

ヒ

l

ル

8,000“唸艦筆 な し

IGngch enjunga

&ntral 8l96rn

n South 8l9Um

Icangchenjunga 8,598

Yalung Lng 8,420π
 l

“

な し

7,000π峰
llent iPeak  7β 6〔ンタι

な し
Kangbachen 7902η

Jannu    7710η 2

な し

な し

6ρ 00"唸艦鷺 な し な し

5,000"唸

“

肇 な し な し な し な し

ク
|

ン
プ
ハヒ
カマ
ル 1

フ
~ル

8p007ガ峰 な し な し 4ヽakalu    8481,π な し

7ρ 00η峰 な し な し
L4akalu ]l

B arunts e

7,64(ン 4

722()″ 2

な し

6p00η21峰 な し な し ※Lめuche W^t6145″ な し

5,000η」峰 な し な し な し な し

ク

1

ン

ブ

ヒ

1

ル

8,000,2」峰 な し
Lhotse Shar 8,383222

Ch。 (ゝru  8,151レκ

Saganmatha 8β 41助π

IノhOtse    8511"り
な し

7p00π峰 GyachlmgKang
7ρ 22η2

かむ。zumban略 7β OC

ShartseIIirra 1 7502

Chard ang  7β 19π

z Nuptse

z Punori

7β79,%

7,1452π

な し

XlGryolung 6fi81m 卜こ1lrbltr     6954η l

AnaDablarn 6β 56π

Mera Peak 6,431π

Knsunllgngru 6β 69η
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高度区分 合同隊のみに許可される峰(A) 合
同隊によって登項 された′。、
後に外国隊に許可 される峰

Dヽ′ 外国隊に許可される峰(C) トレッキング許可の峰(D)

ク

!

ン

ブ

ヒ

l

ル

6p00η」峰 な し な し

Kangte ja

Cho Polu

Tamserku

Taboehe

XCholatse

6β09″ 2

6,734夕π

6,623%に

6,541″り

644〔レ%

Kangde    6,194夕 η

lsland Peak 6ュ 5〔レ
"サ

Lobuje   6,11%π

5,000"り崖置 な し な し な し
Mehra Peak 5,82072,

Polれ lde 5β OQη

!

ル

ワ

リヒ
ンマ

・ 1

ル

8ρ 00雄 な し な し な し な し

7000π峰 な し な し Gauri Shanka rttsil ttV
6,00%峰 な し な し

※KhaれlE

ChObtte

6,8532π

6,6892π

Pharchnn

Rarrdung

6282%

6,021%咤

5,000,π l峰 : な し な し な し な し

ジ

ガ
l

ル

ヒ

l

ル

8ρ 00″z峰 な し な し な し な し

7ρ 00π峰 な し な し な し な し

6ρ 00雄

Dorje latta6,990π

Madiya Pea16β OQπ

※ Phurbi Chhyachu

6β 5助π

な し な し な し

5,000ηJ峰 な し な し な し な し

フ
ン

タ
ン

ヒ

|

ル

8ρ 00雄 な し な し な し な し

7p00π峰
※Langtatt Ri72優 物

|な し
B igⅥllite Peak 7,08助%

Largtang L irung

7,24Cレπ

な し

6ρ 007ガ峰 Gyalzen Peak e,zos)Nirgshi sa Ri 6!0gz な し な し

5,000″唸爬鷺 な し な し な し I Paldorpeak5β
9物

Gangjala Chuli5,80oπ

ガ
ネ
ツヒ
ン`マ

ユ
:

・ ル

8,0 0 0η l艦職 な し な し な し な し

7o00例峰 な し
GaneshHin21 1 7,406,%Ganesh Hin愴 117

し
″ 7,132ηι  ″ Ⅳ 7.

6ρ 002劇峰 な し な し GaneshHirralY aBso)tV
5,000,2」摩 な し な し な し な し

ス
リ
ンヒ
事ヨマ

ll
ル

8ρ 00η」峰 な し な し な し な し

7,000η」峰 Chanar 7,1777n な し な し な し

6ρ 00留 d催彗 な し な し な し な し

5,000雄 な し な し な し な し

ゴ
ル
カ

ヒ

I

ル

8,000″」峰 な し な し L〔anasulu  815oπ な し

7ρ 00π峰 な し な し

IIinalchuli 7β 93π

″   恥 st 7,54〔ンη

Peak 29   7,51■π

IIi m lchuli North

7,371"り

ManasuluNOrth 7,15

な し
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地 域 高度区分 合同隊のみに許可される峰(A) 尿P降歯藤こ罪等でえをと(B) 外国隊に許可される峰(C) トレッキング許可の峰(D)

6,000π峰 な し な し Baudha    6β 7:ンπ な し

5,000,70峰 な し な し な し

8ρ 00η,峰 な し な し な し な し

7p00"1筆 な し ※Himlmg Hir江 712レ Kanguru TPlOm な し

6,000,7.メ摩 な し ※CheOHima1 6β 12″ な し な し

5,000″」峰 な し な し な し な し

ナ
ン

地

区

8ρ 00η」峰 な し な し な し な し

7p00″峰 な し な し な し な し

6p00π峰 な し な し

ChuluⅥゐst

″ East

P isang

6,63%π

6,200%

6,091″

5,000π峰 な し な し な し な し

ダ
モ
ダ
lヒ
′レマ
・
l

ル

8p00π峰 な し な し な し な し

7,000,7」峰 な し な し な し

6p00ηメ:筆 ※Bhrikuti  6′ 20% な し な し な し

5,000π峰 な し な し な し な し

ア

ン

ナ

プ

ル

ナ

ヒ

l

ル

8,000,2」峰 な し Annapurna 1 8p91π な し

7p00η峰 な し な し

Anmpwna1 7973れ

FalB   7β 47π

AnnapllrnaⅢ 7555π

″   Ⅳ 7525π

GalBapurna 7,45■π

Annapurna South

720Qπ

な し

Glacier DonЮ 7,19助π

T ilich0   7ユ 32π
|

Ni lgi r iNo th 70612r

6,000π峰 な し な し

La可 1lg HimaL986閣

Nilgiri Central

6ρ4o%

″ South6,83%η

Fluted Peak6β 90π

IIiu1lchuli  6,3377π

5,0002,」峰 な し な し な し
MaraiIIinn1 5,55助 π

Tent Peak 5,500π

ダ
ウ
フ
ギ
リ

ヒ

l

ル

8p00η峰 な し な し Dhaulagiri 18,167π な し

7p00η赦筆

GurzaIIinla1 7193π

な し な し

DhulagiriⅡ  7,751π

″   Ⅲ7,715π
″   Ⅳ7,661π
″   V7β l助π な し

DhaulagiliⅥ 7,26笏
|

PhuthaIIiunchli 724oπ
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ルヒ
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・
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な し
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地 域 高度区分 合同隊のみに許可される峰(A) 合同隊
によって登頂 された′ぅ、

後に外国隊に許可 される峰 D`′ 外国隊に許可される峰(C) トレッキング許可の峰(D)

6p00%η峰 な し な し

Tttche Pettp2磁
|

S ita Chuchura 6β ll,π

※Manapati Hima1 6,38賜
な し

Dhampas 6012m
5,000,,」峰 な し な し な し |な し

ム
ク
ト

ヒ

I

ル

8ρ 00,ガ峰 な し な し な し

7,00022」學 な し な し な し な し

6ρ 00ηメ産 な し な し 恥 電de  655% な し

5,00(売峰 な し な し な し な し

カ

ン

ジ

ヒ

!

ル

8,000π峰 な し な し な し な し

7,000π峰 な し な し な し な し

6,000π 峰 な し な し

S isne Hina1 6p45π

KanjirOba 6β 82 π

Patrasi   6β60π

Kande Hiunぬ uli ,

なし     6,627π l

KanjeralMa. 6β 12π l

※Hatting QaCier l

Peak  6,50oπ
l

な し

※Ju¨ tion Peak 6,139π

5,000π 峰 な し な し
Kagrnra

Jagdula

5,96Cレπ

5,785,π
な し

サ
イ

ル ヒ

ル

8,000,2」峰 な し な し な し

7,000π峰 な し な し Saipa1    7p31η 2 な し

6,000π峰 な し な し な し な し

5,000π峰 な し な し な し な し

ゴ

フ
カ

ヒ

l

ル

8ρ 00“η峰 な し な し な し な し

7,000π峰 な し な し な し な し

6ρ 00π峰 XChangla 6:ttrm な し な し な し

5,000π峰 な し な し な し な し

チ
ヤ

ン

デヒ
イ7
・ l

ル

8,000π峰 な し な し な し な し

7p00物峰 な し な し な し な し

6,000π峰 ※ :Nalakankar 6p3〔 シπ な し な し な し

5,000π峰 な し な し な し な し

ヤ
メ 、1_

!,7
キ了

ノン

8,000π峰 な し な し な し な し

7,000π峰 な し な し Api 7ユ 32りπ な し

6,000π峰 な し
Jeti Bahurani6β 4%η Nanpa

※Bobaye H in■ 16β 08π

675物 な し

5,000π峰
`な
し な し な し な し な し
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"
ヒマラヤ閑話 (44)

花を求めて (13)

今回もまた脇道へそれるが、了承 していたださ

たい。

今年のヒマラヤ、中央アジアの高峰登山に対す

る日本人の成果を少 し考えてみたい。今年の前半

の計画では三つのビッグ・ クライムがあった。H
JAに よるカンチ縦走、明大によるエヴェレス ト、
早大によるK2西稜など、文字 どおり、世界最高
の三巨峰に対するアタックであった。結果は、残

念ながらHAJの カンチと明大の・エヴェレス トは
失敗だった。 日本隊には運がないのかと思ってい

たら、早大のK2が成功 したので、ややほっとし
た。特にK2西稜は多 くの外国隊が失敗 していて、
す ぐ前 に もフラ ンス隊 が 成 功 してい なかっ

たから、 よ〈成功 した ものである。 ヒマラヤでも、
今年前半では最大の成果といっていいだろう。 も

ちろん、 日本隊ばかりでなく、世界全体の隊の成

果か ら考えてである。詳 しい内容がそのうち知 ら

されるであろう。K2と いえば、中国側の登山が
許可になって、さっそ 〈日本山岳協会もアタック

するといううわさであるが、どうなるか。

三つのビッグ・ クライムを除 くと、今年前半で

目立ったのは、中国領内の登山であろう。 ミニヤ

●コンガ、シシャ●ハンマ、アムネ●マチン、ク

ングール、クングル●チュビュ、ムスターグ●ア

タ、 ポゴグなど、それほどはなばなしいものはな

いにしても、新しい地域の登山だけに、多くの人

の目を引いたと思う。 この登山のいくつかについ

ては、ぼ く自身間接的に関わっているので、なお

さら関心があった。 しか しながら、中国の山々に

対する登山では、 日本隊はたいへん不運だった。

ミニヤ●コンガの大量遭難、ポゴグの道難、クン

グールの行方不明など、 どうもついていないとい

う感 じである。また、タングールに しても、初登

頂がポニントン卒いる英国隊にや られてしまった

ので特にそ う思える。

ただ、クングールの京都カラコルム・クラブに

しても、ポゴダの JACに しても、学術隊をとも
なっているので、その方面の成果が期待される。

とにか く、はじめての中国山岳地域への学術調査

であるので、関心が持たれる。

ヒマラヤ地域では、ザンスカル、 ムスタンなど

への遠征が新しいものとして目を引いたが、HA
Jの ムスタンはやは ,許可されず、中止になった

のは、やむを得ないとはいえ、残念であった。ザ

ンスカルについては、 ある程度の成果は得 られた

が、旅行としてはともか く、学術的調査 となると

どうであろうか。

また、 ヒマラヤ地域 と限らず、今年の前半ほど
登山者の遭難が多かったときはないように思う。

アルプス、アラスカ、中国、ヒマラヤと外国での

登山でか くも続々と遭難 臥 死亡 してい くと、い

ささかあわてざるを得ない。まして、 ヒマラヤに

おいては、許可されない山への登山がひそかにか

こなわれていたなどと新聞でかかれると、いった

い、 日本人はどうなっているのかと思いた〈なる。

さて、話を元へ戻そ う。ウィルノンの花を求め

ての旅行の話である。

1918年に、かれはふたたび日本を訪れた。スズ

キ氏はかれを九州の久留米市へ連れていった。こ

こは久留米ツツジの本場であった。 ウィルソンは

書いている
一

 「 わたしは花の満開になっている

ことを期待 して行ったが、数限りない、いろいろ

なデ リケー トな色をした花が、かたちのいい枝ぶ

りいっぱいに咲きみだれ、 うっとりする美 しさで

-18-
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わた しを魅了した。それはわたしの期待をはるか

に越えていた。その多 くは20イ ンチぐらいの丈の

低い木に調整され、見事な形をしていた。まさに、

日本の植木職人のねばり強さと腕前のすばらしさ

を表わしている」ウィルノンのいっているのは、

盆栽のことであろうか。それとも庭の植込みであ

ろうか。盆栽はサツキが普通だから、植込みの方

だったかもしれない。 クルメツツジは江戸時代末

期、19世紀のはじめ頃につ くられたとされている。

1917年には、 ウィルソンは極東における最後の
旅行をはじめた。まず沖縄諸島に立ち寄 り、それ

か ら朝鮮へ行き、済州島などを訪れた。1917年の

後半は朝鮮ですごし、そ こか ら2、 3のすばらし
い植物をヨーロッパに紹介することができた。そ

の中にはシャクナグの一種 も含まれていた。

1918年 1月 には台湾に行 き、まず台湾スギを蒐

集 した。また、台湾の最高峰、玉山に登り、秋に

はふただび植物採集に戻 り、台湾の北東端にある

ものすごい絶壁を越えた。それは海からまっすぐ

に切り立っていて、数千 フィー トをあるかに見え

た。そこの気候や岩の状態のために、その岩壁の

上部数千フィー トには、岩の表面に、興味ある、

豊富な植物がへばりつ くように生育 していた。こ

の絶壁の上部をいく小径は、困難で、危険であっ

た力、 ウィルノンはここをとかった。 ヨーロッパ

人 としては最初であろう。

スギ以外にも、ユリを何種類か紹介 した。

1917年には、 ウィルノンはアーノル ド樹木園の

副園長になった。19"か ら1922年まで、オース ト

ラリア、南アフリカ、イン ドなどへの旅行をした。

197年には、サージェン ト教授の死亡のため、そ

の後継者 として、アーノル ド樹木園の園長になっ

た。1930年 10月 15日、 ウィルノン夫妻は自動車事
故のため、マサチューセッツのウァーセスター近

くで死亡 した。

かれの死の直前数年間は、 ウィルソンが新 しい

品種を園芸界に紹介 した功績などすべて、庭園関

係者 も忘れがちだった。 この植物採集 という仕事

で、各個人の採集者のその功績にしたがってサ1順位

をきめることなど不可能であるが、 ウィルソンは
その最高に位置すると思 う。いくつかの点で、か

れはハンディキャップを持 っていた。 ジェームズ

プァィチ●アンド●サンズ園は、 ウィルノンが中

国へ出かけたとき、すでに衰退 しつつあった。そ

の役員たちは、中国でのよいものはすべて採集 し

つ〈されたというマリーズの考えを信 じこんでい

た。そのうえ、かれの紹介 した植物が開花期にさ

しかかったとき、 ちょうどクーム●ウッド園の苗

のス トックがオークションにかけられてしまった。

それ らの花々を普及する努力はいっさいされなか

った。かれの植物の多く、たとえば、RhodOdendrOn

inSigneや Staphylea holocarpa roseaな どは、

極度に見 られなくなって しまった。

もし、園芸家たちがエキゾチックなものに目を

向けるようになった第一次大戦後に、かれが採集

していたら、かれの紹介 した植物の多〈は、現在

よりもはるかにポピュラーなものになっていたで

あろう。かれの最良の仕事があまりに早 くされす

ぎたのであった。 じつに運が悪い話である。

ウィルノンはたしかに、その時代において、米

国においてす ぐれたものを普及しようと大いに力

を尽 した。アーノル ド樹木園のやっていたす ぐれ

た方法で、また、マサチューセッツ園芸協会での

活動の中で、また、 自分の著作をつ うじて、良い

花々の普及につとめたのだった。かれは多 〈の分

野で書いた。技術上では「 The Lilies of Eastem

Asia」 を書′ヽた。「 a Naturalist inWestern

Chim」 はかれの主著であるが植物探検の本 として

は最重要なものの一つであり、なかなか入手がむ

ずかしい。 よみやすいし、平明な文体でかかれて

いる。 2冊本のほう大なものであるが、キング ド

ンウォー ドの本などよりもよみやすい。また、

「 Aristocrats of the Garden」 とい う本をかき、

一般のアメリカの園芸家のためにわかりやす 〈植

物を紹介 したが、このために「 中国の 」ウィルノ

ンというニックネームがついた。日には出さなか

ったが、かれはそれをさらっていた。また、講演

もうまかった。かれはいつも正確であることを心

がけ、 自分の気分がどうであれ、けっして、まち

がった発言をしない ようにつとめたし、また、ま

ちがいもしなかった。
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■■■:連載・ヒマラヤの報告書紹介①

心舞う

聖なる地の山

HAJの 名物女性 と云える(?)上州女・ 安中秀

子さんが隊長になり、全隊員が本会々員でもある

女子雪氷クラプの登山隊によるイン ド●ガンゴト

リ山群のパギラティⅡ峰の報告書である。

私は最近特に山の本の読み方が変 って来ている。

最初に「 まえがき」・「 あとがき」や「 編集後記 」

を読み、それから本文に入る。 しか し実登山の部

分や特に装備・ 食糧などの担当報告なるものはあ

ま夕読まない。面白 くないからである。それより

は参加 した人達の「 生 」の声を聞いたり、読んだ

りしたいを強 く思 う。

女性だけの登山隊は昔からあるにしてもパーセ

ンテージは非常に少ない。それも東京でない「 群

馬 」という地域でのそれはチーム編成に始まり、

実登山まで困難がつきまとう。このことの苦労は

当然安中隊長の文の随所に表われている。女性登

山者の絶対数の少なさ、意識と技術のレベル等々

女ならではの難 しさが考えられよう。

本協会の稲田専務理事による序文にもあるよう

に安中さんの準備期間中の執拗さと用意周到さは

大変なものであった。心配症なのか完璧主義なの

か ?と にか〈その勉強熱心さには驚かされる。に

わか信仰でなく、その熱心さ故に「 大禍な〈」登

山を終了させることが出来たのであろう。

この登山の トンーニング中にケガをし参加を断念

した小暮嬢の口惜 しさや初めてパスポー トを持ち、

インドという尋常でない外国での初めてのヒマラ

ヤ登山という大きな期待 と不安が殆んどの隊員の

エッセイ他に書かれる。

その不安故か体力不足か順応の失敗か高所反応

の症状が非常に多〈気になった。症状の出なかっ

たのは安中隊長のみと聞く。

群馬女子ガンゴトリ登山隊

本隊のBC入 りは成田を出た翌日にデリーに着

き、その日のうちにキャラバン開始 となり、日本

を出て B・Cへはス トレー トの 7日 目である。未経

験者の時間制限つきの登山は難 しさが供なう。同

時期に同高度にBCを作ったHAJの ケグルナー

ト隊は尾形隊長のもと、 BOCの 1日手前のポジュ

バサで 1泊 し、 B・Cへの順応 ビス トンを行ってい

る。その効果あってか20名 中 3～ 4名であり、症

状 もパギラティ隊 よりも軽かったという。

書評 と大分遠 くなってきたが、あまりにも多い

口区吐等の高所反応の記述が気になるが故の戦略面

に対 しての昔言 としたい。

時間的制約があり、未経験あるいは経験の少な

い人達による速攻登山。特にインドのように車利

用ァプローチの登山の危険な落 し穴が潜んでいる

と云えよう。

日標が決まらない 1977年秋、今回 も副隊長を務

め、一緒に登頂 した浅野さんと共にネ
バールヘ向

った安中さんはその旅でヒマラヤの巨峰を眼前に

見る トレッキングをした。

旅を終えた時に「 生きて行 く過程で一番こわい

ことは自分で自分の可能性を限定 して しまうこと

である」として「 何かをしようとする時、大切な

のは先ずあきらめないこと。欲 しい物 1つを手に

入れた今感 じている」と云い「 これで終 りだとは
ねろ

思っていない 」 (群馬岳連報・ 嶺呂より)彼女が

パギラティⅡ峰の頂上を手に入れた今、今度は何

を欲 しがるのだろうか ?楽 しみに見守っていたい。

(ゃ )

B5版 107頁  昭和 56年 7月 1日 群馬 ガンゴ

トリ登山隊 刊  1,800円 。
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H.C。サリーン氏歓迎会
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東
京
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▲ 仙台 (8/23) ▼ 東京 (8/23)
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幌
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）

S:TA WORLD TRAVEL(IND
F-12, COnnaught Place,New Delhi-110

並ぶものない出岳サー ビス

★ インド政府許可証

★ 通 関 手 続

★ 交 通 機 関

★ ポ ー タ ー

★ ハイポーター

★ デラックス食料賄い

☆ テント宿泊用具

★ マウンテンガイド

IA)PVTo LTD.
001, In d ia
.elex: 2823

ヒマラヤ登山の専門家

|口|ILS

SITATUR PhOne: 45961 T
日本代表

フアー イースト エンタープライゼス
東京都港区北青ll1 3∫

‐
|16番 18け  占111共 同ビル 8407-8100(代 表 )

籟 眸
∵雉 _´

'

1
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HAJ・ カンチェンジュンガ報告会

今年プレモンスーン期に、ネパールヒマラヤの

カンチェンジ_ン ガ主峰 (8,598m)と ヤルンカン

(8,505m)で行った縦走登山の報告会を下記のと

おり行います。

言己

日 時 9月 30日 (→ PM～ 7:00～ 9800
場 所 東京都勤労福祉会館

会 費 500円 (報告書代含む・ 当日会場払)

定 員 80名

申 込 電話か葉書でHAJ事 務局へ

〒 160 新宿区高田馬場 3-23-1淀 橋

食糧 ビル 506号

内 容 登山報告 隊員と8%フ ィルム

ヒマラヤの発送について

ヒマラヤの発送につきましては前金が切れてい

る場合にも発送しておりますが、先般の郵便料金

の値上りにより会の財政負担 も非常に大きなもの

となっています。従いまして今後「 前金切れ」に

つきましては 3ケ月間 (4月 号～ 6月 号)ヒ マラ

ヤ発送の封筒に前金切れの表示をした後も入金な

さ場合は、ヒマラヤの発送を一時とり止め、入金

あり次第再発送する扱いにさせていただきます。

ご了承下さい。

転居届 の提 出を″

住所を変更された場合は、HAJ事 務局へお知

らせいただくと共に、最寄りの郵便局に備えてあ

る転居届用紙や葉書にて、郵便局へ必ず転居届を

提出して下さい。 (届はポス トに入れるなり郵便

局へ持参すれば良い)届出の日から1年間、旧住

所あての郵便物も新住所へ転送されます。

ぶUNlTED TRAVEL SERViCE(P)Ltd.
■インドヒマラヤ全域のアレンジをすべて日本語

でひきうけています。本社にも東京事務所にも日

本語に堪能なスタッフが多勢おります。

■許可取得から通関、隊荷輸送、ポーターアレン

ジまで、遠征・トレッキングのすべてを取り扱っ

ております。

■詳細は東京事務所のサニーまでお問合せ下さい。

もちろん日本語で.4′

東 京 事 務 所   〒141 東京都品川区西五反田 2-23-11-202 電話 03-493 -4920

本社 (デ リー)  802 Nirmal TOwer,26Barakhamba Road,New Delhi lndia
,I)hOne: 46107,42804,43984

-22-

.Telex:ND3174 Cable :Y OKOSO



1982年 ヒ マ ラ ヤ 登 山 学 校 隊 員 募 集
ク ン (7,077m)

1980年登山学校は、20名中 19名 がケグルナ

ート●ドーム(6,831m)に 登頂するとい う成果を

あげて帰国しました (本誌 109号既報 )。 隊員の

中にはすでにヒヤラヤ、ア/デ ス、アラスカ等に

おける高所登山経験者から、国内の冬山すら未経

験という人にいたるまで幅広い層が参加していま

した。HAJで は経験豊富なインストラクターの
もとに、正しいセオリーにのっとった安全確実な

高所登山を指導しております。隊員はすべて、装

備・食糧・梱包・輸送・渉外等の具体的な準備実

務にも参画していただき、また国内での強化合宿

も行なうなど、ヒマラヤ遠征全般について体得す

ることができます。次回には自ら遠征を行なえる

人材を養成することが、この登山学校の主眼とな

っております。実際に、卒業生の中には自ら隊長

となって隊を組織し、成功をおさめて帰ってくる

意欲的な人もでてきております。

1982年度はカシミール●ヒマラヤの秀峰ク/

(7,077m)に て実施する予定でおります。ふるっ

て御参加下さい。

実施要項

目 的 ①クノ(7,077m)登頂

②高所登山の基礎修得

1982年 7月 末～8月 末

69万円(航空運賃の変動等により変る

こともあります )

20名 (申込順 )

インストラクター4名 (医師含む )

1981年 11月 末までに下記宛に申込むこ

と(資料を送ります )

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧ビル506 日本ヒマラヤ協会

時 期
負担金

定  員

申込み

この登山隊の旅行手続は、(梯西遊旅行が担当します。旅行業代理店業1976号

AFIA 全世界のネットワータ

AFIAホ ーム 保険会社

海外 山岳保 険
取扱代理店
郷インシュランス・コンサルタント

〔ホーム保険会社代理店〕
〒100千代田区丸ノ内 3-1-11

国際ビル8F
TEL. 03-281-2981

担_談_正
ホーム保険会社首都圏支店
〒100千代田区丸ノ内 3-1-1

国際ビル8F
TEL.03-211-4401
担当 :寄本康男
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π 脚 四 M"M口 卿 口
"中 “  □ □ □ 回 団 (8月 )

≫セマラヤ諸国はおろか、ヨーロッパ、アラスカ

ニュージランドと 今年ほど日本人が全世界の山

岳で事故を起 したのは始めてであるc事故が起き

ると「 規制 」という解決策に頼夕勝ちになるが、

現象だけを見ずに、その根底となる日本での登山

の在 り方にも注意を向ける必要がありそ うだ。

≫ I・M)F総裁のサリーン氏の来日と台風 15号Э関

東上陸が重なって、関係者はキリキリ舞いをさせ

られた。特に翌23日 の仙台行は、空も列車も全面

ス トップとい う最悪の状態の中で、車を乗 り継い

での強行軍 となったが、それでも仙台入りを呆 し

て、遠来の参加者にサ リーン氏との場が持てたこ

とで、関係者一同
｀ホッ ′′とした。

≫事務局は現在、増加する一方の業務にスタッフ

が追いつかずバンク寸前である。特に「 ヒマラヤ」

の編集が大変である。東京近辺で興味のある方は

是非助けてぃただきたい。     (山 森)

カンチェンジ_ン ガ報告書発刊

登山学校委員会開催 (福島・ 山倉、稲田

小島、尾形、伊東)

ヒマラャ 118号発送

ランタン●り壮行会 (長井)開催

H・Cけ リーン氏来日

第12回 日本ヒマラヤ会議 (仙台)開催

IC・サリーン氏歓迎レセプション

1日∈0
8日∈り

r Eoji

17 E(E)

22 A@

23 E(E)

2s a!4

Travels

CAPT KUMAR
(MANAGING DlRECTOR)

TllAVEI.S I)ltI VA´「 E I´ IMI′ FEI)

1,701, Nirmal towers,

26 barakhaml)a r()ad neW(lelhi-11()()01

t el. 42555,12666 telex()31~4364 SHIK Iド  cable SHIKHE

Branch office:CangtOk

Camp Office:Joshimath&Uttarkashi

人

人

所

０

行

集

行

１６一Ｔ

発

編

発

ヒマラヤNo。 119連載 (10月号)
昭和 56年 9月 10日 印刷 56年 10月 1日 発行

柴 田 金之助

山 森 欣 一

日本 ヒマラヤ協会

東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506号

ン|.|し   ″́

銹触貯
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シカール・ トラベルー
″魅惑の

インド0ヒマラヤ
〃

シ ッキム・ ブ ータン
oガ ールワール・ クマオ ン

クル ●マナ リ・ ラグック・ ネ
パ ール・・・・・

へのトレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール・ トラベルは、通関・隊荷輸送からガイド、

ポーター、ポニーのアレンジなどすべてのご用命を承ります。



ヒマラヤを歩き、

そして登るために

第 4回 、第 5回東 日本 ヒマラヤ

研究会報告。 ネパール、インド

の情報や高所登山論収録。

1975.1l B 5 274P

2,400111 〒 400円

日本ヒマラヤ協会
出版物案内

(HAJ)

問い合わせ :HAJ事 務局
発売元 :〒 102東京都千代田区

九段北 1-6-7

(欄地方・小出版流通センター

直納店 :著渓堂 (お茶の水)
紀伊國屋 (新宿)
ICI・ 石井スポーツ(新大久保)
カモンカスポ~ツ (高田馬場)

シェルパの履歴書

ネパールのンェルパで活動して

いる者ほとんど全員をリストア

ップした。顔写真,登山歴,評
価,文献など。インド・ヒマラ
ヤのンェルパも一部含む。

1977.3 B5  198P
2,400円 〒 400円

中央アジア

シルクロード
(新版ガイド)

天山の麓の街,チベット,ア フ
ガニスタンやパキスタンの奥地 ,

イランや トルコの山々,そ して,
シルクロー ド車の旅などロマ /

をさそうガイド。

1977.5 B6  167P
l,600円 〒 250円

インドヒマラヤ
のすべて

インド登山の手続や, インド登

山隊の記録,サセルカンリ研究 ,
ンッキム研究などインド・ヒマ

ラヤのことがいっぱい

1976.11.10 B5  160P

2,400円 〒300円

カンジェラルワ

初 登 頂

1973年 , 西ィ、パールのカンジロ

バヒマールに遠征した遠征隊の

記録。写真,カ ット多数。

1976.10.10 B5  173P

l,600円 〒400円

カシミールの盟主

ヌン7135m

1975年、当時未踏のヌン北

稜に挑んだHAJ登 山隊の報
告書。写真多数、上製本。

1978.4.l B5 11lP

3,500円  〒

トリスル28日 間
1978
TRISUL 7120m

78年 ポストモンスーン、ガ

ルワールのトリスルに遠征し

I峰、Π峰、無名峰の 3座の

登項に成功した際の記録。

1979.2 B5 143P上 製本
3,000円  〒 400円

月刊誌「ヒマラヤ」

ヒマラヤ, ンクルロー ド, ビル

マ, チベットなどの情報がいっ

ばい。毎月 1回 1日 発行 500円

〒45円 年間講読料 6,000円

日本ヒマラヤ協会々員には無料

配布。

日本ヒマラヤ協会年報

H‖MIALAYA
1980

バツーラⅡ(1978年 )、 キヤンー

・ドラル(1979年 )

日本人のヒマラヤ登山と事故、

ダンビルの地図帳等を収録。

1981.l A 5 156P
2,000円  〒 300円

合本ヒマラヤ
月刊ヒマラヤの合本

20号～40号、41号～60号

61号～80号、81号～硼号

各巻共 8,000円  〒 500円



ヒマラヤヘの装備

一́一~,

○遠征隊の装備、相談にのります。

→肇」
「
万寡χだ―〃
●新宿登山本店/〒 160東京都新宿区百人町2-2-3803(208)6601は )

●新宿西日店/〒 160東京都新宿区西新宿 l-16-7●03(346)0301

0水道橋ハードギアシヨンプ/〒 101東京都千代田区三崎町2-8-14● 03(264)5575

0水道橋ソフトゥェアショップ/〒 101東 京都千代田区三崎町2-8-6803(264)8901

●大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町 2-123●0486(41)5707

●高崎店/〒 370群馬県高崎市新町10580273(27)2397

●ICI通販部/〒 160東京都新宿区大久保2-19-10東和ビル内803(200)7219

′cr

本屋

山用品本店

テニス用品
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